前置 (著者の) 

「 あ ァ く 斯う も 警察 の お 手が 能く 行 届き、 何う し て 

も 逃れぬ 事が 出来ぬ と 知たら、 決して 悪事 は 働かぬ 所 

だッ たのに」 と は 或 罪人が 己れ の 悪事 露見して 判事の 

ひきす え ざんげ よ この 

前に 引 据られ し 時の 懺悔の 言葉な りと かや、 余 は此言 

葉 を 聞き 此 記録 を 書 綴る 心 を 起しぬ、 此 記録 を 読む も 

なんび と ましよ く さと 

の は 何人も 悪事 を 働きて は 間 職に 合わぬ こと を 覚り、 

そろばん だま 

算盤 珠に 掛けても 正直に 暮す ほど 利益な 事 は 無き を 知 

らん、 殊に 今日は 鉄道 も 有り 電信 も 有る 世界に て 警察 

の 力 を 潜り 果せる と は 到底 出来ざる 所に して、 晚 かれ 



第 一 回 (怪しき 客) 

もま や 

余が 医学 を 修めて 最早 卒業 せんとせ し 頃 (時に 余が 

年 二十 三) 余 は 巴里府 プリンス 街に 下宿し & たるが 余 

ま へや くちひげ こぎれい 

が 借れる 間の 隣の 室に 中肉中背 にて 髭 髯を小 綺麗に 

そりつ け やど 

剃附て 容貌に も 別に 癖の 無き 一人の 下宿人 あり、 宿の 

ら めしな さん さん 

者 等 此人を 目 科 「様」 とて 特に 「様」 附 にして 呼び、 

すれちが 

帳番も 廊下に て摺 違うた びに 此 人に は 帽子 を 脱ぎて 

あいさつ おおい もてなし 

挨拶す るな ど 大に持 做ぶ りの 違う 所 あるに ぞ、 余 は 

何時と も 無く 不審 を 起し 目 科と は 抑 も 何者に やと 疑い 

ちと まつち 

たり、 素より 室と 室、 隣 同士の 事と て 或は 憐寸を 貸し 



うちむ か うちつけ 

打 向いて 打附に 問いた る 所、 目 科の 名前が 余の 口より 

ふつ ぜん な いつ 

離れ 切る や 切らぬ うち 帳 番は怫 然と 色 を 作し、 毎 も 宿 

り 客の 内幕 を 遠慮 も 無く 話し 散す に 引 代て、 余計な 事 

をお 問な さるな と 厳しく 余 を 遣 込め たれば 余が 不審 は 

是 よりして 却 て、 益々 募り、 果は 作法 を も 打 忘れて 熱 

心に 目 科の 行 い を 見張る に 至れり。 

はじ いくほど い 

見張り 初めてより 幾程 も 無く 余 は 目 科の 振舞に 最と 

怪しく 且 恐ろしげ なる 事 ある を 見て 何う せ 碌な 人に は 

非ず と 思いた リ、 其 事 は 他なら ず、 或 日 目 科 は 当時の 

流行 を 穿ちた る i 取 立派なる 服 を 被 かざり 胸に は r レ 

きら ほか 

ジョン、 ド ノル」 の 勲章 を燦 めかせて 外より 帰る と 見 



起 行きて 戸 を 開く に、 突て. ^る，！ 人は是 なん 目 科 其 人 

きざま みだ しゃつ 

にして 衣服の 着 様 は 紊れ、 飾り 移の 胸板 は 引裂かれ、 

帽子 は 失い 襟 飾 リは曲 りたるな ど 一 目に 他人と 組合い 

攫み 合いた る を 知る 有様なる に 其う え 顔 は 一 面に 血塗 

れ なれば 余 は 全く 仰天し 「や、 や、 貴方 は 何う 成ッ た」 

と 叫び 問う、 目 科 は 其 声高し と 叱り 鎮めて 「いや 此傷 

は、 なに 太した 事で も 有ます まいが 何分に も 痛む ので 

幸 い 貴方が 医学生 だ から 手当 を 仕て 貰おうと 思い まし 

て」 と 答う、 余 は 無言の 儘に 彼れ を 据らせ 其 傷 を検む 

るに 成る ほど 血の 出る 割に は 太した 怪我に も あらず、 

爾れど 左の 頰を 耳よ リロまで 引 抓れた る 者に して 



処々 に 肉 さえ 露出 たれば 痛み は 左 こそと 察せら る、 

頓て 余が 其 傷 を 洗いて 夫々 の 手術 を 施し 終れば 目 科 は 

厚く 礼 を 述べ 「いや 是 くらいの 怪我で 逃れた の は 未し 

もです。 併し 此事は 誰に も 言わぬ 様に 願います」 との 

注意 を 遺して 退きたり、 是 より 夜の 明るまで 余 は 眠 

るに も 眠られず、 様々 の 想像 を 浮べ 来 リて是 か 彼れ か 

おいはぎ どろぼう た V 

と 考え 廻す に 目 科 は 追剝か 盗坊か 但し は 又 強盗 か、 何 

しろ 極々 の 悪人に は 相違な し。 

爾れど 彼れ 翌日 は 静かに 余が 室に 入来り 再び 礼 を 繰 

返した る 末、 意外に も 余に 晩餐の 饗応 せんと ー1 一 Si3 たり、 

晩餐の 饗応な どと は 彼れ が 柄に 無き 事と 思い余 は 少し 



た > みあら わ 

不気味ながら も 唯 彼れ が 本性 を 見 現さん と 思う 一 心に 

て 其 招き に 応じ、 気 永く 構え て 耳と 目 の 及ぶ だけ 気 を 

附 けたれ ど 露 ほど も 余の 疑い を晴す 如き 事柄 は 聞 出し 

もせねば 見出し もせずに 晚餐を 終りたり。 

爾は 云え 是ょ りして 余と 目 科の 間柄 は 一 入 近くな り、 

目 科 も 何やら 余に 交 り を 求めん とする 如く 幾度と 無 

かんじき な こと い 

く 余 を 招きて 細君と 共々 に 間食 を 為し 殊に 又 夜に 入り 

て は 欠さず 余 を 「レ 口— ィ」 珈啡 館まで 追 来り 共に 勝 

負 事 を 試みたり、 斯くて 七月の 一 夕、 五 時より 六 時の 

間な りしが 例の 如く 珈琲 館に て 戯れ & たるに、 衣類 

むさ あや いちにん あわた > ぃリ きた 

も穢 くるしく 怪しげなる 男 一 人、 遽 しく 入来り 何 や 



らん 目 科の 耳に 細 語く と 見る 間に 目 科 は 顔色 を 変て 身 

構し 「好し/^ 直に 行く、 早く 帰ッて 皆に 爾 云え」 と、 

命ずる 間 も 急 わしげ なり、 男は此 返事 を 得る や 又 

J 散に 走 去りし が、 後に 目 科 は 余に 向い 「誠に 残念で 

すが、 勤めに は 代られぬ 譬 です、 此 勝負 は 明日に 譲り 

今日は 是で 失敬し ます」 とて 早 や 立 去らん 様子な リ、 

勝負の 中止 も 快から ね ど 夫よりも 不審に 得 堪えず、 彼 

れが 秘密 を 見 現す は 今な リ、 と 余 は 思 切ッて 同行せ ざ 

るの 遺憾 を述 るに 「爾 さ、 なに 構う もの か、 来るなら 

一緒にお 出なさい、 随分 面白い かも 知れ ませぬ から」 

斯く 聞きて 余 は 嬉し さに 心 迫き、 返す 言葉の 暇 さえ 



惜しく、 其 儘 帽子 を，. 戴きて 彼れ に 従い 珈啡館 を 走 出て 

たり。 



第二 回 (血の 文字) 

目 科に 従いて 走りながら も 余 は 唯 だ 彼れ が 本性 を 知 

る 時の 来りし を 喜ぶ のみ、 此 些細なる 一 事が 余の 後々 

に 至 力なる 影響 を 及ぼす 可し と は 思い 寄 ろ う 害 も 無し、 

あたか とせい もとで か 

目 科 は 宛 も 足 を 渡世の 資本に せる 人なる 乎と 怪しま 

る、 ほど 達者に 走り 余 は 辛うじて 其 後に 続く のみに て 



を 探り 最太 やかなる 嗅 煙草の 箱 を 取 出し 幾度 か 鼻に 当 

めず かく さ 

て 我 を 忘れて 其 香気 を 愛る 如くに 見せ 掛る、 去れ ど 余 

は 兼て より 彼れ に此癖 ある を 知れり、 彼れ 其 実は 全く 

嗅 煙草 を 嫌える も 唯 だ 空の 箱 を 携 え 居り、 喜びに も 

悲み にも 其 心の 動く 度 我 顔色 を 悟られ まじと て 煙草 を 

か まぎ とかく 

嘵 ぐに 紛らせるな リ、 兎角す るう ちに 馬車 は 早 ゃクリ 

チ ー の 坂 を 登り 其 外なる 大通 を 横に 切りて レ クル ー 

まち 

ス 街に 入り 約束の 番地より 少し 手前に て 停り たり、 停 

る も 道理 や 三十 九番 館の 前に は 凡そ 二三 百の 人集り 巡 

査の 制止 を も 聞かず して 推 合える 程 なれば 馬車 は 一 歩 

だ も 進み 得ぬな リ、 余は何事なるゃ知らざれど^;;ムにて 



目 科と 共に 馬車 を 降り 群集 を 推 分て 館の 戸口に 進まん 

とする に 巡査の 一 人 強く 余 等 を 遮 りて 引退 かし めん 

とす、 目 科 は 威 長 高に 巡査に 向い 「貴官 は 拙者 を 知 ま 

せんか、 拙者 は 目 科です、 是 なる 若者 は 拙者と 一 処に 

来たので す」 目 科の 名 を 聞き 巡査の 剣幕 は 打って 代り 

あなた そう あわた > 

「いや 貴方でした か、 爾とは 思い も 寄り ませず」 と 遽 

しく 言訳す る を 聞 捨て 閾を 一 足 館内に 歩み 入れば 驚 

きて 茲に 集える 此 家の 店子の 中に 立ち、 口に 泡 を 吹か 

せきこみ 

ぬば かりに 手真似しながら 迫 込て 話しせ る 一 老女 あり 

定めし 此 家の 店番なる 可し、 目 科 は 無遠慮に 話の先 を 

折り 「何 所 だ、 何 所です」 と 急ぎ 問う 「三階です よ、 



三階の 取附 です、 本統に 先ァ此 様な 正直な 家の 中で、 

それ きた 

夫に 日頃 あの 正直な 老人 を」 と 老女が 答え 来る を 半分 

すぐさま とびの ぼ 

聞き直 様 段 梯子 を 四 段ず つ 一 足に 飛 上る、 余 は 肺の 臓 

の 破る、 と 思う ほど 呼吸の 世話し きに も 構わず 其 学 を 

して 続いて 上れば 三階なる 取附の 右の 室 は 入口の 戸 も 

開放せ し 儘なる ゆえ、 之 を 潜りて 客室、 食堂、 居室 等 

こびろ ね ま いりこ こ、 

を 過ぎ 小 広き 寝室へ と 入 込みぬ、 見れば^;gには早ゃ両 

人の 紳士 ありて 共に 小 棚の 横手に 立てり、 其 一人の 

うわぎ せいはく せき しるし おび とう しる 

外被に 青白 赤 三色の 線 ある 徽章 を 佩た る は 問で も 著き 

警察官に して 今一 人 は 予審 判事な らん、 判事より 少し 

ていぶる かきした、 

離れた る 所に、 卓子に 向い 何事 を か 書 認めつ、 有る 



は 確に 判事の 書記 生な り、 是 等の 人々 何が 為に 此室 

にきたり たる ぞ、 余は怪 むひ まも 無く 床の 真中に 血に 

塗れた る 死骸 あるに 気附 たり、 小柄なる 白髪の 老人に 

あおむき うちたお きずし よ こヾ 

して 仰向に 打倒れ、 傷 所より いでたる 血潮 は 既に 凝り 

て 黒く なれり。 

余 は 驚きの 余り 蹌踉 〔# 「蹌 踉」 は 底本で は 「蹌跟 匕 

《よろめ》 きて 倒れん とし 纔に 傍らなる 柱に つかまり 

我が身 体 を 支え 得たり、 支え 得し ま、 暫 しが 程 は殆 

ど 身動き さ え も 得せず、 読者よ 余 は 当時 医学生た リ し 

だけに 死骸 を 見た る は 幾度なる を 知らず 病院に も 之 を 

見学 校に も 之 を 見たり、 然れ ども 面たり 犯罪の 跡 を 



見た る は 実に 此 時が 初て なり。 然リ此 老人の 死骸 こそ 

は 恐ろしき 犯罪の 結果なる こと 言う迄も無し、 唯 余の 

隣人 目 科 は 余 ほどに 驚き 恐れず 足 踏 も 確に 警察官 の 許 

に 進む に、 警察官 は 其 顔 を 見る よりも 「ァァ 目 科 君 か、 

よび やつ なか 

折角 呼に 遣た けれど 君 を 迎える ほどの 事件で は 無ッた 

よ 目 「と は 又 何う 云う 訳で 「いや 君の 智慧 を 借る まで 

も 無く 罪人が 分ッ て、 仕舞 ッた、 実は 最ぅ 逮捕状 を 発 

したから 今頃 は 捕縛され た 時分 だ」 罪人が 解りたら ば 

先ず ほ ッ と 安心す ベ きと ころなる に 目 科 は爾は 無く て 

痛く 失望の 色 を 現わし 开を体 好く 紛らさん ため 例の * 

煙草の 箱 を 取 出し 鼻の 先に 二三 度 当て 「おやおや 罪人 



が分ッ たの か」 と 云う、 今度 は 予審 判事が 之に 答えん 

とする 如く 「分ッ たに も、 最ぅ 明白に 分ッ たよ、 罪人 

は此 老人が 死 切れた 物と 思い 安心して 逃て 仕舞 ッ たが 

実は 是れが 本統に 天帝の 見張て 居る と 云う 者だろう よ、 

老人 は 未だ 死 切ずに 居て、 必死の 思いで 頭 を 上げ、 傷 

口から 出る 血に 指 を 浸して 床へ 罪人の 名 を 書附て 置て 

しん ま あり/ \ 

死 だ。 先ァ 見た まえ それ 血の 文字が 歴々 と 残 ッて居 

る」 此 傷まし き 語 を 聞きて 余 は 直ちに 床 中 を 見廻す 

に 成る ほど 死骸の 頭の 辺に 恐ろしき 血の 文字 あり 

MONIS の 綴り は 死 際の 苦痛に 震いし 如く 揺れく に 

なりたれ ど 読擬ぅ 可く も あらず、 目 科 も 之 を 見し かど 



も 彼れ 驚きし か 驚かざる か * 煙草 を 振る のみに て 顔色 

に は 現わさず 唯 だ 単に 一夫で」 と 云う、 今度 は 又 警察 

それ もに したろう 

署長 「夫で 分ッて 居る じ や 無い か 藻 西 太郎と 云う 者の 

かき かけ なつ 

名前の 初め を 書掛て 事切れと 成た の だ、 藻 西 太 郎とは 

此 老人の 唯一 人の 甥 だ、 老人が 余 ほど 寵愛して 居た 

と 云う 事 だ」 と 説明す、 目 科 は 唯 口の 中に て 何事 を か 

眩く の み、 更に 予審 判事 は 今 言 い し 警察官の 説明 を 補 

わんと する 如くに 「此 文字が 何よりの 証拠 だから 何の 

様な 悪人で も 剛情 は張リ 得まい、 殊に 此 老人 を 殺し 

て 夫が 為に 得の 行く の は 唯此藻 西太郎 J 人 だ、 老人 は 

あまた しに 

巨 多の 財産 を 持て 居て、 死 さえ すれば 甥の 藻 西へ 転が 



それ もの 

老人 を 殺しながら 夫 をせ ぬと は余リ 馬鹿 過る と 云う 者 

だ 警察官 「爾さ 別に 此室を 取 散す と か 一 ^ う 様な 疑い を 

避ける 工夫 は 仕て 無ッ た、 殺す と 早々 逃た のだろう、 

たくま このむ き 

余り 智慧の 逞しい 男で は 無い と 見える、 此 向なら 捕 

じき な 

縛 すれば 直に 白状す るだろう」 と 云い、 猶 おも 目 科 を 

小 窓の 所に 誘い 行きて 小声に て 何 か 話し を 初め、 判事 

は 又 書記に 向い 是も 何やらん 差 図 を 与え 初めた リ。 



第三 回 (又 不審) 



これ ま 

是 にて 先ず 目 科 の 身の上に 関する 不審 だけ は 全く 晴 

れ たり、 彼れ は盗坊 にも 非ず 追剝 にも 非ず 純然たる 

探偵 吏な リ、 探偵 吏 なれば こそ 其 身 持 不規則な りしな 

れ、 身 姿 時々 変ぜし なれ、 痛く 細君に 気遣われ しなれ、 

「様」 附 にも 呼ばれし なれ、 顔に 傷 を も 受けし なれ、 今 

は 少しの 不審 も 無し 彼れ が 事 は 露 ほど も 余が 心に 関せ 

ず、 之に 引 代て 唯 痛く 余の 心に 留リ 初めし は 床の 上の 

死骸な り、 余が 心 は 全く 彼の 死骸に 縛附 〔# ルビの 「し 

ばリ つけ」 は 底本で は 「しばりつけ 匕 られ たるに 似た リ、 

今まで 目 科を怪 みたる よりも 猶ぉ 切に 彼の 死骸 を 思う、 

初て 死体 を 見し 時の 驚きと 恐れと は 何時しか 消えて 次 



拠と も 云う 可き は 寝床の 用意 既に 整い、 寝巻 及び 肌着 

わき いだ な まくらもと ていぶる 

ともに 寝台の 傍に 出し あり 猶ぉ 枕頭 なる 小 卓の 上に 

ねぎわ のま もリ こつぶ 

は 寝際に 飲ん 為なる ベく、 砂糖水 を 盛た る硝盃 〔#ル 

その ま、 

ビの 「こ つぶ」 は 底本で は 「こ つぶ 匕 も 其 儘に して 又 其 横 

ほか まつち 

手に は 昨日の 毎夕 新聞 一 枚と 外に 寸憐の 箱 一 個 あり、 

もえつく 

小 棚の 隅に 置きた る 燭台 は 其蠟燭 既に 燃尽 せし かど 定 

めし 此 犯罪 を 照した る ものな らん、 曲者 は 蠟燭を 吹 消 

さずに 逃 去りし と 見え 燭台の 頂 辺に 氷柱の 如く 垂れた 

しょくる い こ 

る S 涙 は 黒き 汚れの 色 を 帯ぶ、 個は蠟 燭の自 から 燃 

尽 すまで 燃 居た る しるしな り。 

すべ これら こまか ほ とん まなこ 

総て 是 等の 細き 事柄 は 殆ど 一 目に て 余の 眼 に 映 



る 能力 なれば 我が 心の 她何を 詳 く 思 見る 暇 も 無 かり 

さ。 

我れ と 我が 心に 分らぬ ほど 余 は 老人の 死骸に 近 き 

度き 望み を 起し 自ら 制せん として 制し 得ず、 我心より 

も猶 強き 一 種の 望みに 推され 推されて 余 は 警官 及び 判 

事 を 初め 書記 や 目 科の 此 室に 在る を も 忘れし 程な り、 

彼等 も 別に 余が 事に は 心 を 留め ざり しならん、 判事 は 

ひそ/ \ 

書記に 差 図 を 与え 目 科 は 警官と 密々 語らう 最中な りし 

かば、 余 は 咎められ もせず 又 咎めら る 可し と 思い もせ 

ず、 最 平気に、 最 安心して、 宛 も 言 附られ し 役目 を 行 

もと その 

うが 如くに 泰然自若 として 老人の 死骸の 許に 行き、 其 



そば ひざ ま 

傍に 跪ず きて そろ/^ と 死骸 を 検査し 初めぬ。 

此 老人 歳 は 七十 歳より 七十 五 歳まで なる 可し、 背 低 

くして 肉 瘠せ たれ ど 健康 は 充分に して 随分 百 歳まで も 

かみのけ な 

生 延 得る 容体と し 頭髪 も猶 お白茶けた る 黄色 の 艷を帯 

かみそり 

びて 美しく、 頰には 一 週間 も 剃刀 を 当ぬ かと 思う ばか 

リに贅 毛の 延 たれ ど 個 は 死人に 能く 有る 例し にて 死し 

たる 後 急に 延 たる ものなる 可く 余 は 開 剖 室な どに て 同 

じ 類 を 実見せ しこと 度々 なれば 別に 怪 とも 思わず 唯 

だ 余が 大 に 怪しと 思いた る は 老人の 顔の 様子な り、 

老人の 顔 附は最 と 穏 かにして 笑 を 浮めし とも 云う 可 

く 殊に 唇な ど は 今し も 友達に 向いて 親密なる 話 を 初 



ん とするな るかと 疑わる、 読者 記 臆せよ、 老人の 顔に 

は 笑 こそ あれ 苦 みの 様子 は 少しも 存 せざる こと を、 

是れ唯 だ 一 突に、 痛み を も 苦み を も 感ぜぬ 中に 死し 去 

りたる 証拠なら ず や、 余 は 実に 爾ぅ 思いたり、 此 老人 

は 突れ てより 顔を蹙 むる 間 も 無き うちに 事 切と 為りし 

なりと、 若し 真に 顔を蹙 むる 間 も 無 かりし とせば 如何 

モ 二 シ その ゆか かきしる しぬ 

にして MONIS の 五 文字 を 其 床に 書記せ しぞ、 死る 

ほどの 傷 を 負い、 其痛みを堪ぇて我^^血に指を染め其 

上に て 字 を 書く と は 一 通りの 事に 非ず、 充分に 顔を蹙 

め 充分に 相を頹 さん、 夫の みか 名 を 書く からに は、 死 

せし 後に も此 悪人 を 捕われさせ 我が 仇を復 さんとの 念 



ある こと 必定 なれば 顔に 恐ろしき 怨みの 相 こそ 現わ 

はずばん/ \ 

るれ 笑の 浮ぼう 害 万々 無く 親友に 話 を 初ん とする が 如 

き 穏和の 色の 残ろう 害 万々 なし、 今にも 我が 敵に 嚙附 

ん ずる 程の 怒れる 面色 を存 すべき 箬 ならず や。 

こと きずし よ あらた のど 

殊に 老人の 傷処を 検 め 見れば 咽 を 一 突に て 深く 剌 

れ 「苦」 とも 云わずに 死せ しと こそ 思わ るれ、 曲者の 

去りた る 後まで 生存え しと は認む 可から ず、 笑の 浮 

みし は 実際にして 又 道理な リ、 血の 文字 を 書きし と は、 

如何に 考 うると も受 取られず、 あ、 余 は唯是 だけの 事 

おぼえ うちお どろ 

に気附 てより、 後に も 先に も覚 なき 程に 打 驚き 胸の 

にわか いだ どうき 

うち 俄に 騒ぎ 出して、 轟く 動悸に 身 も 裂く るかと 疑 



わる。 

な そば あた しがい 

去れば 余 は猶ぉ 老人の 傍 を 去る 能わず、 更に 死体の 

手 を 取りて 検む るに、 余の 驚き は 更に 強き を 加え 来 

れリ、 読者よ、 老人の 右の 手に は 少しも 血の 痕を 見ず 

唯 だ 左の 手の 人差指の み 紅く 血に 塗れし を 見る、 此老 

人 は 左の 手に て 血の 文字 を 書きたり と 云う 可き か、 否、 

否、 否、 左り の 手に て 書う 害な し 余 は 最早 や 我が 心 を 

抑る 能わず、 我が 言葉 を も 吐く 能わず、 身体に 満々 た 

あたか 

る 驚きに、 余 は 其 外の 事 を 思う 能わず、 宛 も 物に 襲わ 

れし 人の 如く 一 A 高く 叫びし 儘、 跳 上りて 突立たり。 

余の 驚き 叫びし 声に は 室 中の 人 皆 驚きし と 見え、 余 



彼れ 全く 逃れぬ 所 を 見て か不残 白状して 仕舞いました 

警 「や、 や 藻 西が 白状した とな」 



第 四 回 (白状) 

はず 

罪な き 人が 白状す る 害なければ 藻 西 太郎が 白状せ し 

と 云う を 聞き 一 同 は 言葉 も 出ぬ までに 驚き 果て、 中に 

も 余 の 如き は 只 だ 夢 か と 思う ば かりなり き、 今 ま で 余 

の 集め 得た る 証拠 は 総て 彼れ の 外に 真 の 罪人 ある こ 

と を 示せる に 彼れ 自ら 白状した りと は 何事 ぞ、 斯る事 



の 有り得べき や、 人々 の 中に て 一番 早く 心 を 推 鎮めし 

は 目 科な り 彼れ 五六 遍も * 煙草の 空箱 を 鼻に 宛た る 末、 

くだん それ 

件 の 巡査に 打 向いて 荒々 しく 「夫 は 全く 間違いだ、 お 

前が 自分で 欺され たの か爾 無くば 吾々 を 欺して 居る の 

ふたつ ひとつ そのよう それ 

だ 必ず 其 二に 一 だ 巡 「其 様な 事 は 有ません 夫 は 私し 

だまつ 

が 誓います 目 「いや 誓う に は 及ばぬ 無言て 居なさい、 

何でも 藻 西 太郎の 言た 事 を お 前が 聞 違 て 白状 だ と 思 た 

それ 

のか、 夫と もお 前が 手柄顔に 何も彼も 分ッた 様に 言い 

吾々 を 驚かせようと 思ッ たの だ」 此 厳しき 言葉 を 聞く 

まで 曰 I と 謙遜に 構えた る 巡査 なれ ど 今 は 我慢が 出来ず 

うごか こうむ 

と 思いし 如く 横柄に 肩を聳 動し 「へえ 御免 を 蒙り ま 



前に 立塞がり、 通しません^;gを通しませんと叫びまし 

たが 本統に 凄い 様でした、 流石に 検査官 は慣て 居る だ 

け静に 制して ィャ 内儀 腹 も 立う が 仕方が無い 其 様な 事 

をす る だけ 不為 だからと 云ました けれど 女房 は 仲々 聴 

きません 果は 両の手に 左右の 戸 を 捕え 所 天に 決して 其 

様な 罪 は 無い 彼に 限ッて 悪事 は 働かぬ とか 所 天が 牢へ 

入られるなら 私し も 入れて 下さいと か 夫 はく 最ぅ聞 

くも 気の 毒な ほど 立腹し 吾々 を 罵る やら 誹る やら 、 容 

易に は 収り相 も 見えませんで したが、 何と 云ても 検査 

官の 承知せ ぬの を 見、 今度 は 泣ながら 詫 をして 何う か 

所 天 を 許して 呉れと 願いました、 気の毒 は 気の毒で も 



でした が 其 暇に 検査官 は 亭主 を 引立て 直 様 戸 表に 待せ 

ある 馬車へ と舁 いで 行きました、 いえ 本 統に藻 西を舁 

いだので す 彼れ は 足が よろくして 馬車まで 歩む 事 も 

出来ぬ のです、 え 何と 恐ろしい 者 じ や 有ません か、 我 

が 悪事が 早 や 露見した かと 失望した ので 足が 立な く 成 

まず-, 

たのです、 先々 是で 厄介 を 払た と 思た 所ろ 女房の 外に 

猶だー つ 厄介者が 有た のです よ、 夫 を 何 だと 思います、 

彼れ の 飼て 居る 黒い 犬です、 犬の 畜生 女房より 猶だ手 

に 合ぬ 奴で、 吾々 が 藻 西 太 郎を引 立ようと すると 狺々 

と 吠て 吾々 に 食い 附 うとす るの みか 追ても 追ても 仲々 

聴ません、 実に 気の 強い 犬です よ、 夫で も先ァ 味方 は 



三人でしょう 敵 は 纔 に 一 匹の 犬 だから 漸 くに 追 退て 

藻 西 を 馬車へ 引 載る と 今度 は 犬 も 調子 を 変え、 一緒に 

馬車へ 乗う とする のです、 夫 も 到頭 追 払い ゃッ との 事 

で 引 上る 運びに 達し ましたが、 其 引 上る 道々 も 検査官 

は 藻 西 太郎を 慰めよう とします けれど 彼れ 首 を 垂れ 

て 深く 考え込む 様子で 一 言 も 返事し ません、 夫から 警 

察 本署へ 着た 頃 は 少し 心 も 落着た 様子で したが、 頓て 

牢の 中へ 入ます と、 彼れ 唯一 人 淋しい 一室へ 閉 籠られ 

ただけ 又 首 を 垂れ あ、 何う したんだ な ァ本統 にと 繰 返 

し/^ 眩き ます 検査官 は 之 を 聞て 再び 彼れ の 傍に 近附 

て 何う した か 自分で 知って 居る だろう、 愈々 罪に 服す 



と 云う。 

是 にて 判事 は猶ぉ 警察 長に 向い 先刻 死骸 検査の 為め 

迎 に 遣りた る 医官 等 も 最早 や 来る に 間 も 有る まじけ 

れば 夫まで 兹に 留られ よと 頼み 置き 其 身 は 書記 及び 

報告に 来し 件の 巡査と 共に 此 家より 引上げたり、 後 

に 警察 長 は 予審 判事の 頼みに 従いて 踏留 りは留 りし 

かど 最早 夕飯の 時刻 なれば、 成る 可く 引上げ を 早くせ 

んと 思いし 如く そろく 室 中 の 抽斗 及び 押入 等に 封 

印 を 施し 初めぬ。 

余と 目 科 両人 は 同じ 疑いに 心 迷い 顔 見合せ て 立つ の 

みなりし が、 目 科 は徐々 と 其 疑いの 鎮まりし 如く r 爾 



から 更に 詮策を 初めねば ならぬ が、 爾だ 更に 初めても 

構い はせ ぬな ァ 面白い 初めよう じ や 無い か 好し く 

其 積で 先ず 第一 に此 家の 店番 を 呼び 問 正して 見よう」 

こう い はしごだん きわ てす リ し た のぞ 

斯 云いて 目 科 は 梯子段の 際に 行き、 手 欄より 下 階 を 窺 

きて 声 を 張 上げ 店番 を 呼 立たり。 

第五 回 (種々 の 証拠) 

店番の 来る までにて 目 科 は 更に 犯罪の 現場の 検査 を 

初め、 中に も此 室の 入口の 戸に 最も 深く 心 を 留めたり、 



ぬき ひきぬき あと もっと ご む 

ロップ 抜に て 引抜た る痕 なるべし、 尤も 護謨 同様に 

のびち > きのか わ おのず か ふさ た 

紳 縮みす る 樹皮 なれば 其 穴 は 自 ら 塞がりて 唯 だ 其 傷 

だけ 残れる を 見る のみ なれば 更に 覆 えして 下の 端 を 

> J 、 き リきず 

眺れば^^gには異様なる切創ぁり、 何者が 何の 為に コ 

ロップ の栓の 裏に 斯る切 創を附 けたる にや、 其 創 は 

最 鋭き 刃物に て剌 したる 者に て 老人の 咽 を 刺せし 

兇刃 も斯る 業物な りしな らん、 老人の 咽 を 突きし も 

此 コロップ を 突し 如くに 突し にや、 斯く 思いて 余 は 

その ま、 

ゾッと 身震いし つ、 其 儘 持 行きて 目 科に 示す に 彼れ 

右見 左 見 打 眺めた るすえ 「コ レハ 大変な 手掛 だ」 と 云 

い * 煙草 の 空箱 を 取 出す 間も無く 喜び の 色 を 浮べ たれ 



子に 寄れり、 目 科 は 何 所と 無く 威光 高き 調子 を 現わし 

「少し 聞 度い 事が 有る ので、 是 から 一 々お前に 問う か 

ら 何も彼も 腹 臓な く 答えぬ と 返て お前の 不為 だよ 女 

「はい 心得ました」 目 科 は 判事の 尋問す る 如く 己れ も 

先ず 椅子に 寄りて 「殺された 老人の 名 は 何と 云う、 女 

「梅 五郎と 申 ました 目 「何時から 此 家に 住で 居る 女 「は 

い 八 年 前から 目 「其 前 は 何 所に 住 だ 女 「夫まで は リセ 

まち 

リウ 街で 理髪店 を 開いて 居ました、 老人 は 理髪師で 

身代 を作ッ たのです 目 「何れ ほどの 身代が 有る 女 I 確 

に は 知ません が 老人の 甥が 時々 申ます に 伯父 は 命 を 取 

られ ると 云う 場合に は 随分 百万 法 くらい は 出し 兼ぬ 



と 云いました」 目 科 は 心の中に て 「ふ、 む 予審 判事 は 

しき 

何 かの 書面 を頻 りと 書記に 写させて 居た から 梅 五郎の 

身代 を 残らず 調べ 上て 行た と 見えるな」 と 打 眩き 更 

に 又 老女に 向い 「して 梅 五郎 老人 は 平生 何の様な 人 

ごく/ \ もっと おがま， > 

だ ッた女 「極々 の 善人でした、 尤も 少し 我儘で 剛情な 

所 は 有ました が 高ぶり は 致しません、 少し 機嫌の 能い 

時 は 面白い 事ば かり 言て 人 を 笑せ ました、 爾 でしよう 

よ 流行 社会の 理髪師で 巴 里 中の 美人 は 一 人 残らず 彼の 

人の 手に 掛ッて 髪 をく ねらせて 貰ッ たと 云う 程です も 

ま もうけた 

の 目 「暮し 向 は 女 「先ァ 当 前です ねえ、 自分で 儲 溜め 

た 金で 暮す 人に は 丁度 相当と 思われる 暮し 方でした、 



して 居ました、 身 仕度が 終る と 家 を 出て 宵の 六 時まで 

ちゅう-じき 

散歩し 六 時に 外で 中 食 を 済せ、 夫から 多く は ゲル ボ 

ァ の珈啡 館に 入り 昔 友達と 珈啡を 呑 だり 歌 牌 を 仕たり 

して 遅く も 夜の 十 一 時には 帰て 来て 寝床に 就きました、 

たつ なつ ま 

です が 唯た 一 つ 悪い 事に は あの 年に 成て 猶だ 女の 後 を 

追掛る 癖が 止みません から 私し は 時々 年に 恥ても 少し 

は 謹む が 好ろうと 云いました、 です が 誰でも 落度 は 

もの それ かれ こ 

有る 者で 夫に 若い 頃の 商売が 商売で 女に は 彼是れ 云れ 

た 方です から 言えば 無理 も 有ります まいが」 と 云い 少 

し 笑い を 催し 来れ ど 目 科 は 極めて 真面目に て 「して 梅 

五郎の 許へ は 沢山 尋ねて 来る 人が 有た のか 女 「はい 



ごくく わず しば/ \ 

有 ッても 極極 僅かです 其う ちで 屢々 来る のが 甥の 藻 西 

太郎 さんで、 土曜日の 度に は 必ず 老人に 呼ばれて ラシ 

ウル 料理店へ 中 食に 行きました 目 「甥と 老人との 間柄 

は 女 「此上 も 無く 好い仲でした 目 「是 までに 言 争いで 

も 仕た 事 は 女 「決して 有りません、 尤もお 倉さん の 事 

に 就て は 両方の 言う 事が 折 合ません です けれど 目 「お 

おかみさん 

倉さん と は 誰の 事 だ 女 「藻 西太郎 さんの 細君 です、 実 

に 奇麗な 女です よ。 あの 様な のが 先ァ 立派な 女と 云う 

それ 

のでしょう、 夫に 外に 悪い 癖 は 有りません けれど 其お 

倉さん も 大変な 衣服 蕩 楽で 藻 西太郎 さんの 身代に 釣 あ 

みな リ きりょう 

わぬ ほど 立派な 身 姿 をして 居ます から 綺 倆が 一 層 引 立 



見ます ると、 可哀相に、 此 有様です」 とぎ 来りて 老女 

は 真実 憫れに 堪えぬ 如く 声 を 啜りて 泣 出せし かば 目 科 

は 之 を 慰めて 「いやお 前が 爾 まで 悲 むは 尤も だが、 最 

う 時が 無い 事で 有る し 先ず 悲みを 堪えて —— 女 「はい 

堪えます、 堪えます 目 I 私の 問う 事に 返事 を 仕て、 さ、、 

夫から 何う した、 其 老人の 死骸 を 見て 其 時お 前 は 何と 

思 ッた女 「何と 思わ 無くと も 分ッて 居ます、 甥の 畜生 

が 伯父の 死る の を 待 兼て 早く 其 身代 を 自分の 物にする 

気になり 殺した に 極て 居ます、 私し は 皆に 爾 云て 遣 ま 

した 目 「併し、 何故 其 甥が 殺した に 極て 居る 人 を 人 殺 

しな ど、 云う は 実に 容易の 事で 無く 其 人 を 首 切 台へ 



を 見た 訳で は 有ません 廊下へ 行く 所 を 見た のです、 夫 

も 彼れ 急いで 歩きました から、 何でも 私に 目 認められ 

まいと 思う様に 本統に 憎い じ や 有ません か 廊下の 燈明 

とお リすぎ 

が 充分で 無い の を 幸いち よい/ \ と 早足に 通過 まし 

た」 余は此 一 節 を 聞きて 思わず 椅子より 飛 離れたり、 

是れ 実に 軽々 しく 聞 過し 難き 所な らん、 余 は 殆ど 堪え 

兼て 傍 より 問 を 発し 「若し 夫 だけの 事なら ばお 前が 

確に 藻 西 太郎と 認めた と は 云われぬ じ や 無い か」 老女 

いと あやし てっぺん くま 

は 最怪げ に 余 を 頭の 頂 辺より 足の 先まで 隈なく 見 終 

り 「なに 貴方、 仮令 当人の 顔 は 見ず とも 連て 居る 犬 を 

確に 見ました もの、 犬 は 藻 西に 連ら れて 来る 度に 私し 



縦し 一 方が 余の 見 立 通り 老人 は 唯一 突に て，. 痛 を 感ず 

る 間 も 無き うちに 事切れた りと 見定 むる とも 其 一 方が 

然ら ずと 云わば 何と せん、 青書 生の 余が 言葉 は 斯る医 

官 の 証言に 向 いて は 少しの 重み も 有る 可き に 非ず、 斯 

思いて 余 は 二人の 医官 を見較 ぶる に 一 方 は 瘠せて 背高 

く 一 方 は 肥て 背 低し 斯も 似寄た る 所少き 二人の 医官が 

同様の 見 立 を 為す は 殆ど 望み 難き 所 なれば 猶ぉ 彼等の 

言葉 を 聞かぬ うちより 既に 失望し 居た る 所、 彼等 は頓 

て 検査し 終り、 今まで 居残れる 警察 長に 向い 不思議に 

も 同一 の 報告 を 為したり、 同一 の 報告と は 他なら ず 梅 

五郎 老人 は 唯 一 突に て 即死せ し 者 なれば 従ッて 血の 文 



字 は 老人の 書し 者に 非ず と 云う に 在り。 

余 は 意外に も 一 一人の 医官が 二人ながら 余の 意見と 同 

一 の 報告 を 為せし を 見、 ほッと 息して 目 科に 向えば 目 

科 は 益々 怪しみて 決し 兼た る 如く 「フム 老人が 書た で 

無い とすれば 誰が 書た のだろう、 藻 西太郎 か、 藻 西 太 

郎が 自分で 自分の 名 を 書附て 行く と 云う 事 は 決して 無 

い、 無い/ \ 何 うしても 無い、 自分で 自分の 名 を 書く 

と は 余り 馬鹿げ 過て 居る」 

余は此 言葉に 何の 批評 を も 加えね ど、 己が 役目の 

漸く 終り、 ゃッと 晩餐に 有附く 可き 時の 来りし を歓 

びながら 出て 行く 彼の 警察 長 は 目 科の 言葉 を 小耳に 挟 



第 六 回 (犬と 短銃) 

藻 西 太郎に 逢て 見ん と は 素より 余の 願う 所ろ 何 か は 

以て 躊躇う 可き、 早速 目 科に 従いて 又もや 此家を 走り 

出たり、 余と 云い 目 科と 云い 共に 晩餐 前 なれ ど 唯此事 

件に 心 を 奪われ 全く 饑を打 忘れて 自ら 饑たリ とも 思わ 

ず、 只管 走りて 大通りに 出で 兹 にて 又 馬車に 飛 乗り ゼ 

ルザ レム 街に 在る 警察 本署 を 推して 急 せたり 目 科 は 

馬車の 中 にても 心 一 方なら ず 騒ぐ と 見え、 引 切なし に 

空の 煙草 を 鳴ぐ 真似し 時々 は 「何う しても 見出せねば、 

爾だ 何う しても 見出して 舆れ る」 と 打 眩く 声を洩 す、 



れ藻 西さん お前 も 男 じ や 無い か、 私が 若しお 前なら 決 

しお きしょ-つ 

して 其 様に 凋れ て は 居 無い よ、 男の 気象 を 見せる の は 

此 様な 時だろう、 何でお 前 は 奮発せ ぬ、 ^;gで 一 つ 我 身 

ひとあわ くれ 

に 覚えの 無い 事 を 知せ 判事 や 警察官に 一 泡 吹せ て吴ょ 

うじ や 無い か」 実に 目 科 は 巧な リ 彼れ が 言葉に は 筆に 

尽 せぬ 力 ぁリ 妙に 人の 心 を 動かす に 足る、 余 若し 罪人 

ならば 唯 彼れ の 一 言に 奮い起き 仮令い 何れ ほどの 疑い 

に 囲まれよう とも 其の 疑い を 蹴 散して 我 身の 潔白 を 知 

せ 呉れん と 励み 立つ 所な リ、 爾は 云え 目 科 は 気 も 気に 

非ず、 此 一 言 実に 藻 西 太 郎の罪 ある や 無き や を 探り 尽 

うちい か さわ だ 

す 試験 なれば 胸の 中 如何 ほどか 騒 立つ やらん、 藻 西 太 



郎は 意外に も、 無愛想なる 調子に て 「爾仰 有 ッても 仕 

方が 有りません、 自分で 殺した 者 は 到底 隠し 切ません 

から」 と 答う、 此 返事に 余 は 殆ど 腰 抜す ほど 驚きたり、 

あ、 当人が 此 口調で は 最早 や 疑い を 《& る、 余地 も 無し 

問う も 無益、 疑う は猶ぉ 駄目な リ、 爾れど 目 科 は猶ぉ 

挫けず 「何 だとお 前が 殺した、 本統 か、 本統 にお 前 か」 

藻 西 太郎は 忽然と して、 宛 も 狂人が 其 狂気の 発した 

ると き、 将に 暴れん として 起が 如く、 怒れる 眼 に 朱 を 

濺ぎ 口角に 泡 を 吹きて 立上り 「私しです、 はい 私しで 

す、 私し 一 人で 殺しました、 全体 何度 同じ 事 を 白状す 

れば 好い のです か、 今し方 も 判事が 来て、 同じ 事 を 問 



したの か、 夫に しても 猶だ首 切台ノ 殺される ノと其 様 

な 事 を 云う 時で は 無い よ、 裁判と 云う 者 は 少しの 証拠 

で 人 を 疑う と 同じ 事で 其 代り 又 少しで も 証拠の 足らぬ 

所が 有れば 其 罪 を 疑うて 容易に は 罪に 落さぬ。 好い か、 

此 度の 事件で もお 前の 白状 は 白状 だ、 夫に しても お前 

の 白状 だけで は 足りぬ、 猶ぉ其 外の 事柄 を 能く 調て 

愈々 お前に 相違ない と 見込が 附 けば 其 時 初めて 罪に 落 

す、 若しお 前の 白状 だけで 外の 証拠に 疑わしい 所が 有 

れば 情状 酌 量 と 云て 罪 を 軽め る 事 も 有り 又 証拠 不 

その ま..' ほ とん かん ふく 

充分と 云て 其 儘 許す 事 も 有る」 と 殆ど 嚙で 食め ぬば 

じゅん/ \ とき さと 

かり 諄々 と 説諭す に 罪人 は 心の中に 得 も 云えぬ 苦し 



み を 感じ 右 せんか 左 答えん かと 独り 胸の 中に 闘いて 言 

葉に は 得 出さ ぬ 如く、 空しく 長き 嘈き 声 を洩す の み、 

此 有様 抑 も 如何よう に 見て取る 可き か、 目 科 は 隙さず 

突て 入り 「まて 問 度い 事が 有る、 お前 は 殺す ほど あの 

伯父が 憎かッ たの か 藻 「なァ に 少しも 憎く は 有ません 

目 「では 何故 殺した 藻 「伯父の 身代が 欲い から 殺し ま 

した、 此頃は 商 買が 不景気で i 々苦しくなる ばかり 

です、 夫 は 同業に 聞ても 分ります、 幸い 伯父 は 金 持で 

すけれ ど 生て 居る 中 は 一 文で も 貸て M れず、 死 さえす 

れば其 身代が 独 で 私しへ 転がり込 むと 思いまして、 

目 「分ッ たく、 夫で お 前 は 殺し て も 露見し ま いと 思ッ 



たの か 藻 「はい 爾 思いました」 あ、 目 科 は 何故に 斯も 

湿 濃く 問うな る や、 余 は 必ず 深き 思惑 の 有る 可し と 疑 

そ たち ま そう 

い 初めし に 果せる かな 彼れ 忽ち 語調 を 変じ 「夫 は爾 

ぴす とる どこ かつ 

としてお 前 あの、 伯父 を 殺した 短銃 は 何 所で 買た」 余 

は 藻 西が 何 と 答う るに やと 殆ど 気遣し さ に 堪えず 手に 

汗 を 握れ ども 藻 西 は 驚き もせず 怪み もせず 「なに 買た 

んじゃ 有ません 余程 前から 持て 居た のです」 と 答う 目 

「殺した 後で 其 短銃 を 何う した か 藻 「え、 別に 何う もし 

ません、 左様 さ投 捨て 仕舞いました、 外へ 出てから @ 

「では 誰か 拾た 者が あろう、 好し く 私が 能く 探させ 

て 見よう」 読者よ 目 科 は 奥の 奥まで 探り 詰ん 為め 故 



殺された か 夫 さえ も 知ぬ じ や 無い か、 君が 短銃の 問 は 

うま やす/ \ 

実に 甘かッ たよ、 彼 は 易々 と 其 計略に 落ちた、 今度 こ 

そ 彼れ の 無罪が 明々 白々 と 云う 者 だ、 若し 彼れ が 自分 

ぴす とる 

で 殺したなら、 なに 短銃で 無い 短剣 だッ たと 云う 害 だ 

のに」 目 科 は 簡単に 「左様 さ」 と 答えし が 更に 又 「併 

し 何方と も 云れ ぬよ 罪人に は 随分 思いの外に 狂言の 上 

てだま 

手な 奴が 有て、 判事 や 探偵 を 手 球に 取る から 余 「だッ 

で つ くわ 

て 君 目 「いや/ \ 僕 は 今まで 色々 な 奴に 出会した、 V け 

容易に は 少しの 事 を 信ぜぬ て、 併し 今日の 詮索 は 先ず 

是 だけで 沢山 だ、 是 から 帰て 僕の 室へ 来、 何 か 一 口 喫 

ベ 給え、 此 後の 詮索 は 明日 又 朝から 掛る としょう」 



第 七 回 (馬鹿 か、 ぼ) 

是ょリ 目 科が 猶も余 を 背後 に 従え 我 宿 に 帰着き 我 室 

の 戸 を 叩きし は 夜 も 早 や 十 時 過な りき、 戸 を 開きて 出 

迎える 細君 は 待 兼し 風情に て 所 天の 首にすが り 附き情 

深き キス を 移して 「あ、 到頭お 帰に なり ましたね 今夜 

は 何だか 気に 掛 りまして」 と 言 掛け て 余が 目 科の 背後 

たち ま 

に 在る を 見、 忽ち 一歩 引下り 「お、 御 一緒に、 今まで 

珈啡 館に 居し ッ たのです か、 私し は 又 用事で 外へ お 廻 



あそん なさ 

りに 成た かと 思いました、 遊で お帰り 成る に は 余り 

遅 過る じ や 有ません か」 帰りの 遅き は 用事の 為との み 

思いた るに 余と 一 緒なる を 見て 扨 は 遊びの 為な りし か 

と 疑い 初めた る 者と 知らる、 目 科 は 隙 も 有らせず 「な 

に 珈啡館 を 出た の は 六 時 頃だッ たが バチ グノ ー ルに 

人 殺 が 有た ので 隣室の 方と 共に 其方へ 廻 ッて夫 故 

此 通り」 と 言 開く、 細君 は 顔色に て 偽りなら ぬ を 悟り 

し 乎、 調子 を 変て 「おや 爾」 と 眩け リ、 此 短き 「おや 

爾」 に は 深き 意味 ある 如く 聞 ゆ 「おや/ \、 探偵 を 勤 

めて 居る こと を 隣の 方にまで 知せ たのです か」 と 云う 

に 同じ かる 可し、 目 科 は 直ちに 其 意 を 汲み 「隣の 方と 



見の 侮り 難き を 知れる 如く、 此 言葉に 多少の 重み を 

置き I 失念た 事と は 何が 細 「現場 を 立去ッ てから 直に 

牢屋へ 行く と 云う 事 は 有りません よ 目 「だッ て 牢屋に 

は 肝腎 の 藻 西 太郎が 居る だろう じ や 無い か 細 「でも 貴 

なか それ 

方、 藻 西に 逢た 所で 別に 利益 は無ッ たでしょう、 夫よ 

リは 何故 直に 藻 西 太郎の 宅へ 行き 其 妻 を 尋問し ませ 

ぬ」 目 科 は 成る ほど、 思いし か 一 語 を 発せず 猶ぉ 細君 

の 説 を 聞く、 細君 は 語 を 継ぎて 「直に 行けば 猶だ藻 西 

太郎が 捕縛され て 間 も 無い 事で は 有る し、 妻の 心 も 落 

着いて 居ぬ 間です から 其 所を附 込み 問 落せば 何の様な 

かね それ 

事 を 口走た かも 知れません、 包み 兼て 白状す るか、 夫 



ほどまでに 行かず とも 貴方の 眼 で 顔色ぐ らい 読む 事 

いと やす 

が最 易かッ ただろうと 思います よ」 此ロ振 は 云う 迄 も 

無く 藻 西 を 真の 罪人と 思い 詰ての 事 なれば 余 は 椅子よ 

り 飛 上り 「おやく 奥さん、 夫で は 藻 西 太郎を 本統の 

おぼしめ よこやり 

犯罪 人と 思 召す のです か、 H 貴女」 細君 は 不意の 横槍 

に 少し 驚きし 如くな リ しも、 直に 落着て 何 所 やら 謙遜 

の 様子 を 帯びつ、 「はい 若し ゃ爾 では 有るまい かと 私 

し は 思います」 余 は是に 対し 熱心に 藻 西 太郎が 無 罪な 

る 旨 を 弁ぜん とする に 細君 は 余に 其 暇 を 与えず、 直ち 

に 又 言葉 を 継ぎ て 「軋れに しても 此 犯罪が 其 妻 倉 子と 

やら 云う 女の 心から 湧て 出た に は 違い 有ません 私し は 



有ながら 此 様な 貧苦 をす るの は 馬鹿，^ しいと 思ッた 

に 違い 有りません、 既に 昨年と かも 藻 西 太郎に 勧め 伯 

父から 大金 を 借 出させよ うとした 程で は 有ません か、 

最早 や 我慢が 仕切れ 無く 成た 為と しか 思われません、 

それ なか 

夫 を 老人が 跳附 けて 一 文 も 貸さ 無ッた ゆえ 自分の 望み 

は 外れて 仕舞い 老人が 憎くな リ夫 かと 云て 急に 死相な 

様子 も 無く あ、 も 達者で は 死 だ 所が 自分 等の 最ぅ 歯の 

抜ける 頃だろう 間が 悪ければ 自分 等の 方が 却て 老人 

に 葬 い を 出して 貰う 仕儀に 成る かも 知れぬ と 斯思ッ 

た 者です から 是が 段々 と抗 じて 来て 終に 殺して 仕舞う 

心に も 成り 間が な 隙が な 藻 西太郎 に説附 けて 到頭 彼れ 



者の 書た に 違い無い 様に 見せて 置ねば なりません、 爾 

見せる に は 何う すれば 好い のでしょう、 即ち 血 を 老人 

の 左の 手へ 附 けて 置く に 限ります、 左の 手に 附て 置け 

ば 誰も 老人の 仕業と は 思わず、 去れば とて 現に 藻 西の 

名 を 書て 有る から 真逆に 藻 西が 自分で 自分の 名 を 書く 

程の 馬鹿な 事 を 仕様と は猶更 思われず、 否応な く 疑い 

が 外の 人へ 掛ッて 行きます、 論より 証拠に は 貴方 さえ 

も 無理に 疑い を 外の 人へ 持て 行こうと 成ッて 居る では 

有ません か、 先ァ 能く 考えて 御覧なさい」 と是 だけ 言 

て 息 を 継ぐ、 余が 返事の 出ぬ を 見、 細君 は 少し 気の毒 

と 思いし 如く r 尤 も 女の 似而非 理屈と か 云う 者で しょ 



さえ 知ぬ 程です もの 細 「知ぬ 事 は 有ますまい、 貴方が 

たが 鎌を掛 たから 夫 を 幸いに 益々 知らぬ 振 をす るので 

びす とる すぐさま - びす とる しがん、 

す、 此方から 短銃と 言た 時に 直 様 はい 其 短銃 は 云々 と 

答えた のが 益々 彼れ の 手管です わ、 詰り 彼れ は 丁度 計 

かい ぴす とる 

略の 裏 を 書て 居る のです、 其 時 若し 彼れ がいえ 短銃で 

は 有ません 短剣で したと 答えたなら 貴方が たも 之 ほど 

まで 彼れ を 無罪と は 思わず 彼れ の 工夫が 破れて 仕舞い 

ましょう、 貴方が たの 見て 驚く 所が 彼れ の 利口な 所 だ 

と 私し は 思います が」 

余 は猶ぉ 何と やら 腑に 落ぬ 所 あれば 更に 議論 を 進め 

ん とする に、 目 科 は 横 合より 細君に 声を掛け 「これ/ \、 



和 女 は 今夜 何う かして 居る よ、 1; 母 もと 違い 余り 小説 じ 

かた むきき た 

みた 事 を 云う」 と 制し 更に 余が 方に 向 来りて 「今夜 は 

最ぅ 置きた まえ、 僕 は 既に 眠くな ッた。 其 代り 明 早朝 

に 又 君 を 誘う から」 

実に 目 科 は 多年 経験 を 積みし 為め 事に 掛れば 熱心に 

働き 通し、 其 代り 又 一 び 心 を 休めん と 決すれば、 其 休 

むる 時間 丈け 全く 其 事 を 忘れ 尽 して 他の 事 を 打 楽しむ 

癖 を 生じた る 如くなる も 余に は 仲々 其 真似 出来ず r 然 

らば」 とて 夫婦に 分れ を 告げ 居間に 帰りて 寝て 後 も 唯 

此 事件の み 気に 掛り 眠らん として 眠り 得ず、 「あ、 藻 

西 太 郎は罪 無き に 相違な し」 と 眩き 「罪な き 者が 何故 



に 自ら 白状した る や」 と怪 み、 胸に 此ニ 個の 疑団 闘い、 

まどろ 

微睡み もせず 夜 を 明し ぬ 
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読者よ、 初めて 此 犯罪に 疑い を容れ たる は 実に 余な 

リ、 余が 老人の 死骸 を 見て 其 顔に 苦痛の 化な きと 其 右 

の 手に 血の 痕な きを 知りて よ リ斯は 疑い 初めた る 者な 

れば余 は 如何にしても 藻 西 太郎の 無罪なる を 証拠立て 

ねばならず、 のみならず 現に 無罪と 思う 者が 裁判官の 



せし とすれば 成る ほど 其 疑 を 免る、 奇策と して 我 名 を 

記す の 外な きなり、 我 名 を 記す も 老人の 右の 手 を 以て 

記す 可から ず、 唯 左の 手 を 以て 記す の 一 方な り、 余の 

疑い は 実に 粉々 に 打 砕かれた るに 同じ、 余 は 殆ど 返す 

可き 言葉 を 知ず、 あ、 余 は 仏に 此 詮索 を 廃す 可き か、 

余の 過ち を 自認す 可き か。 

余が 殆ど 思い 屈した る 折し も 昨夜の 約束 を 忘れず し 

て 目 科 は 余の 室に 入来れ リ、 彼れ は 余の 如く 細君の 言 

葉に は 感服せ ざる か 思 屈する 体 更に 無く、 却て 顔色 

も 昨夜より 晴 渡れり、 彼れ 第一 に 口 を 開き 「今日 も 君 

一 緒に 行く が 其 代り 今から t 誡 めて 置く 事が 有る 僕が 



ゆか リ こうもり それ 

彼 は 縁 も 由縁 も 無き 蝙蝠 傘屋に 入らん とす 「君 夫 は 門 

違いで 無い か」 と 殆ど 余の 唇 頭まで 出 たれ ど 茲が目 科 

の 誡 めた る 主意な らんと 思い返して 無言の 儘に 従い 

入る に、 目 科は此 店の 女主 人に 向い 有らゆる 形の 傘 を 

出させ 夫 も 了ぬ 是も 気に 叶わず とて 半時 間 ほど も 素 見 

したる 末、 終に 明朝 見本 を 届く る 故 其 見本 通り 新に 

作り 貰う 事に せんと 云いて、 此店を 起 出たり、 余は^;g 

に 至り 初て 目 科が 毎 もよ リ 着飾た る 訳 を 知れり、 彼 は 

斯く藻 西が 家の 近辺に て 買物 を 素 見しながら 店の 者に 

藻 西の 平 もの 行い を 聞 集めん と 思えるな リ、 身 姿の 立 

派 だけ 厚く 遇な さる、 訳なれば 扨 も 賢き 男なる かな、 



れる だけの 事 は 残り 無く 聞 集めた るが 其 大要 を 摘めば 

しょ-つじ きじん 

藻 西 太 郎は此 上 も 無き 正直 人 なり 何事 ありと も 人 を 

殺す 如き こと は 決して 無く 必ず 警察 の 見込 違いに て 捕 

縛せられ し 者な らん 遠からず 放免 せらる 、 は 請 合な り、 

彼れ 其 妻に 向いて は 殆ど 柔 か 過る ほど 柔 かにして 全 

く 鼻の 先にて 使われ 居し 者な り、 斯も妻 孝行の 男は此 

近辺に 二人と 見出し 難し、 等の 事柄に して 殆ど 異ロ同 

音な り、 唯 だ 彼れ の 妻お 倉に 就きて は 人々 の 言葉に 多 

ひきく 、 

少の 違い 有れ ど 引 括れば 先ず、 お倉 は 美人な り、 身体 

に 似合ぬ ほ ど 其 衣類 立 派な り、 去れ ど 悪き 癖と ては少 

しも 無し、 身 持 は 極めて 真面目な り、 亭主に 向いて は 



いけん はな は さ うやま あら ひとづき 

威権 甚 だ 強 過れ ど爾れ ばと て 恭 わざる に 非ず、 人附 

も 甚だ 好ければ，. 猥 しき 振舞 は 絶て 無く、 近辺の 戯 

れ 男の 中には 随分お 倉に 思い を 掛け 彼れ 是れ言 寄ら ん 

とする 者 あれ どお 倉 は爾る 人と 噂 を 立ら れ たる 事 も 無 

ければ 少したり とも 所 天に 嫉妬 を 起させる 如き 身 持 を 

為した る 事な し、 妻と して 充分 安心の 出来る 女な り、 

など 云う だけな リ。 

是 だけ 集め 得て 目 科 は 最も 満足の 体に て 「何う だ 君、 

斯 して 集めた のが 本統の 事実 だせ 若し 探偵と 分る 様な 

風 をして 来て 見た まえ、 少し 藻 西 を 悪む 者 は 実際より 

倍 も 一 一倍 も 悪く言い 又 悪み も 好み もせぬ 者 は 成る 可く 



何事 も 云うまい とする から 本 統の事 は 到底 聞き出す 事 

これ いよ/ \ じき/ \ 

が 出来ぬ、 さあ 之から 愈々 藻 西の 家に 行き 細君に 直々 

逢う の だ」 と 云う、 藻 西の 店 は 余 等が 立てる 所より 僅 

がらす 

か 離れし のみに して 店先の 硝子に 書きた る 「模造品 店、 

藻 西 太郎」 の 金文字 も 古びて 稍 や 黒く なれり 目 科 は 余 

を 従え 先ず 其 店の 横手に 在る 露路の 所に 立ち 暫し 店の 

様子 を 伺う 体なる 故、 余 は 気短 かく 「直に 中へ 這ろう 

じ や 無い か」 と 云う 目 「いや 兎に角 細君が 店へ 出て 来 

る 様子 を 見 度い、 夫まで 先ず 辛抱した まえ」 とて 是ょ 

およ いでき た 

リ 凡そ 二十 分 間 ほど 立 たれ ど 細君 は 出来る 様子な し 目 

r 是 だけ 待て 出て 来ねば 此上 待つ にも 及ぶまい、 来た 



白木の 板 を 打附け あるな ど是 だけにても 内所 向の 豊な 

らぬは 思い遣らる。 

去れ ど是 等の 道具立てに 不 似合なる き 物 は 其 汚れた 

る 卓子に 麂り 白き 手に 裁判所の 呼 出 状 を 持ちし ま、 憂 

いに 沈める 一 美人な リ是ぞ これ 噂に 聞け る 藻 西 太郎の 

妻 倉 子な り、 倉 子の 容貌 は 真に 聞きし より 立 優りて 

麗しく、 其 目 其 鼻 其 姿、 一 点の 申 分 無く、 容貌 室 中に 

輝く かと 疑われ、 余 は斯る 美人が 如何で か 恐し き 罪 を 

計み て 我が 所 天に 勧めん やと 思いたり、 殊に 其 身に 

まと-つれ よ 

纏える は 愁い を 表する 黒衣に して 能く 今日の 場合に 適 

し 又 最も 倉 子の 姿に 適したり、 倉 子の 美く しき は 生れ 



ひとしお 

附の 容貌に 在りと は 云え 衣類の 為に 一 入 引 立た る 者に 

しば 

して 色 も 其 黒き に 反映して 益々 白し 余 は 全く 感心し 暫 

し見惚 る、 のみな りしが、 感心の 薄らぐ と共に 却て 又 

一種の 疑い を 生じたり、 此女 愁いに 沈める に は 相違な 

きも 真実 愁いに 沈みし 人が 衣類に 斯 くも 注意す る 暇 あ 

る や、 倉 子が 撰び に 選び て 最も 似合し き もの を 着けし 

は 殊更に 其 憂い を 深く 見せ 掛る 心に は 非ざる か、 目 科 

まな 1 一 

も 内心に 幾分 か 余と 同じ 疑い を 起した る こと 眼 の 光 

にて 察せら る、 倉 子 は 余 等が 突然に 入来る を 見、 驚き 

て 飛 立ちつ、 涙に 潤む 声音に て 「貴方が たは 何の 御用 

事です」 と 問う、 目 科 は最と 厳格に 「はい 警察署から 



時 前後 頃に 其 職人と 一緒に 居たり との 事 分らば、 老人 

もと あら 

の 許 を 問いし は 藻 西 太郎に 非ず して 藻 西に 似た る 別人 

なること 明か なれば、 老人 を 殺せし も 矢 張 其 別人に し 

て 藻 西の 無罪 は 明白に 分り 来らん、 目 科が 念 を 推す 言 

葉に 倉 子 は 却て 落胆し 「さァ 夫が 分らぬ から 運の 尽 

だと 申す のです 目 「え、 え、 夫が 分らぬ と は、 又 何う 

云う 訳で 倉 「生憎 其 職人が 内に 居なくて 所 天 は 逢ずに 

帰ッて 参りました」 目 科 も 失望せ しと 見え 急し く 煙草 

を嘵ぐ 真似して 其 色 を 隠し 「成る ほど 夫 は 不運です ね、 

でも 其 家の 店番 か 誰か V 貴方の 所 天 を 認めた でしよう 

倉 「夫が 店番の 有る 様な 家で は 無い のです。 自分の 留 
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余 は 初めより 目 科の 背後に 立てる 故、 気 を 落着け て 

充分に 倉 子の 顔色 を眺 むる を 得、 少しの 様子 を も 見落 

つと ほ とん 

さじと 勉め たるに、 倉 子が 幾度 も 泣 出さん とし 殆ど 

其 涙 を 制し 兼る 如き 悲 みの 奥底に 何処と無く 微 に 喜 

びの 気 を 包む に 似た る 心地 せらる、 にぞ、 若しも や 目 

科 夫人の 言 いし 如く 此 女に 罪 あるに 非 ざ る や と 疑う 念 

を 起し はじめ、 幾度 か 自ら 抑えて 又 幾度 か 自ら 疑い、 

終に 目 科の 誡 め を 打 忘れて 横 合より 口を出せり 余 「で 



すが 内儀、 老人の 殺された 夜、 太郎 どのが 其 職人の 家 

へ 行かれた 留守に 貴女 は 何 所に 居た のです」 倉 子 は 

宛 も 余が 斯く 問う を怪む 如く 其 眼 を 余が 顔に 上げ 来 

いと やわら それ 

り最柔 かに 「私し は此 家に 留守 をして 居ました、 夫に 

は 証人 も 有る 事です 余 「え、 証人が 倉 「はい 有ります、 

御存の 通り 一 昨夜 は 毎 もより 蒸 暑くて 夫に リセ リウ 街 

で 所 天に 分れ 内まで 徒歩て 帰りました 為め 大層 咽が 乾 

きまして、 私し は 氷 を 喫ようと 思い ましたが 一 人で は 

余り 淋しい 者です から 右 隣の 靴 店の 内儀と 左 隣の 

てぶくろ みせ とこ さっそく 

手袋 店の 内儀 を 招きました 所ろ、 二人とも 早速に 参り 

まして十 一 時過までも^；^に居ました、 夫 は 直々 其両女 



にお 問 成されば 分ります、 斯う 云う 事に 成て 見ます と 

まね い 

何気なく 二人 を 招た のが 天の 助けで 5- も 有た のかと 

思います」 あ、 是れ 果して 何気なく 招きた る 者なる や • 

真 に 何気な かりし とすれば 倉 子の 為に 此上 も 無き 好き 

証拠 なれ ど 心なき 身が 僅か 氷ぐ らいの 為め に 両隣の 内 

儀 を 招く ベ しと も 思われず、 其 実 深き 仔細 ありて 真逆 

の 時の 証人に と 心に 計み て 呼びし 者に 非ざる か、 斯く 

疑いて 余 は 目 科の 顔 を 見る に 目 科 も 同じ 想いと 見えち 

ら りと 余と 顔 を 見 交せたり、 去れ ど 今 は 目 配して 倉 子 

が 心に 疑 を 起さし む 可き 時に 非ず、 目 科 は 又 真面目に 

なリ 「いや 内儀 決して 貴女 を 疑う ので は 有ません が 唯 



其 心と 同から ぬ を 疑い、 他れ が 悲みも 他れ が 涙 も 他 

れが 失望の 絶叫 も 総て 最 巧 なる 狂言に は 非ざる や、 

藻 西 太郎の 異様なる 振舞 も i 何 か 倉 子の 為め に 由れ る 

に は 非 ざ る や、 倉 子 自ら 真実の 罪人 を 知れる に は 非 ざ 

まど 

る やと 余 は 益々 疑いて 益々 惑えり。 

目 科 は 如何に 思える や 知 ざれ ど 彼れ 噚 煙草のお 蔭に 

て 何の 色 を も 現さず、 徐々 と 倉 子 を 慰めし 末 「いえ 此 

事件 は 余り 何も彼も 分ら 無 さ 過る から 詰り 方々 へ 疑い 

が掛 るので す、 事が 分れば 分る だけ 疑われる 人 も 減る 

訳です から 此上 申 兼 たお 願ながら 何う か 私しに 此家 

の 家搜を させて 下されますまい か」 と 大胆な 事 を 言 出 



に 達すれば、 件の プラトが 又 寝台の 下より 出来り 歯 

むき 

を 露出して 余 を 目掛け 飛掛 らんと す、 余 は 其 剣幕に 驚 

きて 一 足 背後に 退 下らん とする 程な りしが、 斯と 見て 

倉 子 は 遽 しく 「プラト や これ」 と 制する に 犬 は 忽ち 

鎮 りて 寝台の 所に 退けり、 余 は 漸く 安心して 進みな 

がら 「随分 険 呑な 犬です ね」 と 云う 「なに 爾 では 有 ま 

せん 心 は 極 優いです が 番犬の 事です から 私し 共 夫婦の 

外 は 誰 を 見ても 油断せ ぬ 様に 仕附て 有ります、 商売が 

商売で 雇人に も 気の 許されぬ 様な 店です から」 余 は 成 

る 程と 思いつ、 も 声 を 柔げて 「来い/^ プラト」 と 手 

招す るに 彼れ 応ずる 景色な し 「駄目です よ、 今 申す 通 



呼出しに も 応ぜねば 成らぬ 事 だから 最ぅ 少し は 休息な 

さらねば 能く 有る 舞い、 家 捜まで して 何も 見出さぬ か 

ら最ぅ 吾々 の 役目 は 済 だ じ や 無い か、 好い加減 にお 

遑に 仕様、 さァ 君、 さァ」 余 は 実に 合点 行かず、 折角 

敵の 灸所を 見出し 今た > の 一 言に て 底の 底まで 問 詰る 

さえ. き 

所なる に、 目 科 は 夫 を 詰らぬ 事と 言い 無理に 余 を 遮 

らんと す、 余 はむ ッと ばかりに 憤 しか ども 目 科 は 

眼に て 余 を 叱り、 二言と 返させず して 匆々 倉 子に 分れ 

を 告げ、 余 を 引摺ら ぬば かりにして 此家を 起立たり。 

「君 は 心 を失ッ たか」 と は 此家を 出て 第一 に 目 科が 余 

き つ 

に 向い 発した る 言葉な りしが、 余 は 彼 を 倍と 見 詰て 「夫 



今夜に も 倉 子が あの 犬 を 殺して 仕舞う か 夫と も 何 所 か 

へ 隠して 仕舞えば 何う する か」 成る 程と 感心して 余 は 

猶ぉ我 腕前の 遙 に 目 科より 下なる を 会得したり。 

第 十回 (判然) 

兎に角 も 犬と 云う 一 個の 捕え 所 を 見出し たれば 之 を 

本に して 此 後の 相談 を 固めん ものと 余 等 一 一人 は 近辺の 

料理屋に 入た るが 二人とも 朝からの 奔走に 随分 腹 も 隙 

きし 事 なれば 肉剌、 小刀 を 我 劣 じと 働かせながら も 



けれど、 女と 云う 者 は 心 も 細く 所 天が 牢に 入られ、 其 

筋から も 時々 異様な 人が 来 て 尋問す るな ど の 事が 有て 

ひと リ 

は 独 で 辛抱が 出来な く 成り 必ず 忍で 其 情夫に 逢に 行 

くだろうと 思う が」 目 科 は 余が 言葉 に 返事 もせず 只管 

に考 うるの みなりし が 忽然と して 顔 を 上げ 「いや 了ぬ、 

了ぬ、 俚諺に も 鉄の 冷ぬ うちに 打てと 云う 事が 有る、 

余 温 を 冷まして は 何も彼も 後の祭 だ 余 「では 余 温の 冷 

- つま 

めぬ うちに 甘く見 破る 工夫が 有る のか 目 「随分 険 呑な 

工夫 だけれ ど 一 か 八 か 当 て 砕ける のさ 余 「夫に して 

も 何う 云う 工夫 だ 目 「工夫 は 唯 だ あの 犬ば かりだ、 犬 

を 利用す る 外 無い から 旨く行けば 詰る 所 君の 手際 だ、 



犬に 目 を附け 初めた の は 君 だから、 夫に しても 遣て 見 

だまつ 

るまで 黙 て 居た まえ、 今に 直ぐ 分る 事 だ 余 「今に 直な 

ら 夫まで 無 言 で 問ずに も 居よう が 真に 今 直 遣る のかえ 

目 「左様、 裁判所から 倉 子に 出頭 を 命じた のが 午後 三 

時 だから 倉 子 は 二 時半に 家 を 出る だろう、 家 を 出れば 

其 留守 は あの 下女が 一 人 だから 吾々 の 試験す 可き は 其 

間 だ 余 「と 云て 今 既に 二 時 を 打た ぜ目 「爾 だ、 さァ直 

に 行う」 と 云い 早 や 勘定 を 済せ て 立 上れり、 目 科が 当ッ 

て 砕けろ と は 如何なる 工夫なる や 知 ざれ ど、 余 は 又も 

無言の 儘 従 い 行く、 行き て 藻 西 の 家より 遠から ざ る 所 

に 達し、 再び E ある 露路に 潜みて 店の 様子 を 伺い 居る 



て」 下女 は 合点の 行きし 如く 「あ 、分りました 夫なら 

生 田さん でしよう、 生 田さん なら 久しく 此 家の 旦那と 

共に 職人 を 仕て 居ました から プラト を 自由に 扱い ま 

す」 目 科 は 真実に 喜びの 色 を 浮め 「あ、 生 田さん 生 田 

さん、 其 生 田さん を 忘れて さ、 今度 は 能く 覚えて 行う、 

其 生 田さん の 居る 所 は 何 所と か 1.14 たッ けな ァ」 下女 は 

唯此 返事 一 つが 己れ の 女主 人に は 命より 大切なる 秘密 

やす/ \ いだ 

と 知らず 易々 と 口に 出し 「生 田さん なら ロイ ドレ 街 二 

十 三番 館に 居る のです 目 「雨々、 爾云 たよ ロイ ドレ 街 

二十 三番 館 だと、 夫 を 全 かり 忘れて 居た、 難 有い く、 

お前のお 影で 助か ッた 内儀が 帰ッて 来れば 必ずお 前 を 



ほめ おもて 

褒 るだろう」 と 反対の 言葉 を 残して 戸 表へ と 走り出た 

リ。 

あ、、 ロイ ドレ 街 二十 三番 館に 住む 生 田と 云える 男 

とう かたき 

こそ 吾々 の 当の 敵な リ、 此上は 一刻も早く 其 館に 

推 行て 生 田 を 捕縛す る 外な しと 余 は 思え ど 目 科 は 「是 

から 裁判所 へ 行て 逮捕状 を 得て 来ねば 何事 もす る 訳に 

行かぬ」 と 云う 余 「ダッ て 君、 裁判所へ 行けば 倉 子が 

既に 行て 居る から 吾々 が 逮捕状 を 得る の を 見て、 生 田 

を 逃す 様な 工夫 を 廻らせる かも 知れぬ ぜ、 夫に 又ぐ 

ず/^ する 間に 倉 子が 内へ 帰り 下女の 言葉 を 聞く とし 

て も 吾々 の 目的 は 破れて 仕舞う 目 「何が何でも 逮捕状 



が 無い 事に は此上 一 歩 も 運動が 出来ぬ から」 と 云い、 

早く も 通り 合す 馬車 を 呼 留め、 之に 乗りて 僅か 三十 分 

と 経ぬ うちに 裁判所に 達すれば 先ず 其 小 使 を 呼びて 問 

うに 判事 は 今 正に 倉 子 を 尋問し つ 、ありとの 事な リ、 

目 科 は 更に 手帳の 紙 を破リ 之に 数 行の 文字 を 認 め是 

非と も 別室に て 面会した しとの 意 を 云い 入る、 に、 暫 

くして 判事 は 別室に 入来 リ目 科が 撥 摘みて 云う 報告 を 

聞き 「成る 程 夫 は 面白い が 最ぅ藻 西 太郎が 白状して 仕 

舞た よ、 全 かり 白状した から 外に 何の様な 疑いが 有て 

も 自然に 消滅す る 訳 だ」 と 云い 取 上る 景色 も 無き を猶 

くしゃ z,,^ ときたて しか へんじ 

も 目 科が 喋々 と 説 立て 漸くの 事に 「然 らば」 との 変事 



を 得、 生 田なる 者に 対する 逮捕状 を 認めて 差 出す や 

目 科 は 受取る より 早く、 余と 共に 狂気の 如く 裁判所 を 

また 

走り出、 待せ ある 馬車に 乗り、 ロイ ドレ 街 を 指して 馬 

の 足の 続く 限り 走せ たり、 頓て ロイ ドレ 街に 達れば 

町の 入口に 馬車 を 待せ、 幾度 か 彼の * 煙草に て 強て 顔 

色 を 落着け つ、、 二十 三番と 記した る 館 を 尋ねて、 先 

ず 其 店番に 向い 「生 田さん は 居る か」 と 問う 店 「はい 

お 内です、 四 階へ 上れば 直に 分ります」 と 答う、 目 科 

は 階段 に 片足 掛けし が 忽 ち 何事 を か 思い出せし 如く 

又も 店番の 許に 引返し 「今日は 生 田に 一 杯 振舞う 積り 

で 来たが 生 田 は i 母 も 何の様な 酒 を 呑む 店 「何の様な 酒 
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れば、 直ちに 入口の 戸 を 叩く に 内より 「さァ お 入り 

成さい」 との 声 聞 ゆ、 鍵 は 錠の 穴に 差込みし ま、 なれ 

ば 一 一人 は 遠慮なく 戸 を 開きて 内に 入る、 内に は 窓の 下 

なる 卓子に 打 向い、 今 現に 金の 指環に 真珠 を 嵌む る 細 

ェ に掛れ る、 年 三十 二三の 優 さ 男、 成る ほど 女に も 好 

かれ 相なる 顔 恰好 は 是れが 則ち 曲者 生 田なる べし、 生 

田 は 二人の 入来る を 見て 別に 驚く 様子 も 無く 立 来りて 

に 「何の 御用で お出に 成りました」 と 問う、 目 科 

る 事に 慣れし 丈け、 突然 進みて 生 田の 腕 を 捕え 

一 声に 「法律の 名に 於て 其方 を 捕縛す る」 と 叱り 

附る、 生 田 は 初て 驚きた る も猶ぉ 度胸 を 失わず 「御 笑談 



なる 溜息 を洩 すの み、 果して 卓子 其 他の 抽斗より は 目 

科の 推量せ し 通り 倉 子よりの 艷書も 出で 且其 写真 も 出 

たる 上、 猶 お争われぬ 大の 証拠と 云う 可き は 血 膏の痕 

を 留めし i 取 鋭き 両刃の 短剣な り、 殊に 其 形 は コロップ 

の 裏の 創に シック リ 合えり、 生 田の 罪 は 最早 や 秋毫 

の 疑い 無し。 

是 より 半時 間と 経ぬ うちに 生 田 は 目 科と 余の 間に は 

さまり て 馬車に 乗せられ 警察 本署へ と 引 立ら れ しが 余 

は 其 道々 も 余り 捕縛の 容易な りしに 呆れ 「あ、 案じる 

より 産む が 易い」 と 眩けば 目 科 は 「先ァ 探偵に 成て 見 

たまえ 斯う 易々 と 捕縛され るの は 余り 無い から」 と 答 



手で 直に 老人の 手 を 取た から 老人の 左の 手で あの 文字 

を 書せ た 事に 成て 居る」 此評を 聞き 生 田 は 驚きて 飛 上 

り 「何と 仰 有る、 だッて 夫が 為に 私しへ 疑いの 掛ッた 

訳で は 有ますまい 目 「夫が 為に 掛ッ たの さ、 左の 手 だ 

から 老人が 自分で 書た ので 無 いのは 明白で、 既に 曲者 

が 書た とすれば 藻 西 太郎が 自分で 自分の 名 を書附 ける 

害 は 無い から」 生 田 は 宛 も 伯楽の 見落れ たる 千里の 

馬の 如く 呆れて 其 顔 を 長く しつ 「是は 驚た、 あ、 美術 

やりすぎ 

心が 有ても 駄目 だ、 余り 旨く 遣 過ても 無益の 事 だ、 貴 

方 は猶だ あの 老人が 左 得手で、 筆 を 持つ まで 左の 手 だ 

と 云う 事 を 御存じな いと 見えます な」 あ、/^ 扨 は 彼 



の 老人 左き、 にして 曲者の 落度と 見し は 却 て 其 手際 

なりし か、 目 科の 細君が 最 賢き 説 を 立 てながら も 其 説 

の 当ら ざ り し は 無理 に 非ず、 後に 至りて 聞 礼せ しに 老 

人 は 全く 左利な りしに 相違な し、 左 すれば 余が 自ら 大 

発見 大手 柄と 心の中に て 誇りた る 事柄 も 実は 全くの 間 

違いなり、 夫 を 深く も 正さ、 X りし 余と 目 科の 手 落 も 浅 

しと 云う 可から ず、 探偵の 事件に は往々 斯 までに 意外 

なる 事 多し 此 一 事 は此後 余が 真実 探偵 社会の 一 員と 為 

リ てよりも 大に余 をして 自ら 省 る 所 あらしめ たリ、 

既に 実 の 罪人の 捕まりし 事 なれば 倉 子の 所 天 藻 西 太 

郎は此 翌朝 放免せられ たり、 判事 は 放免 言 渡し のとき、 



男 なれば 倉 子が 放免 せらる、 や 直ちに 引取りて 元の 通 

りに 妻と せり、 梅 五郎 老人の 身代 は 藻 西 太郎の 手に 落 

たれ ど 倉 子の 贅沢 増長 したれば 永く 続く 可し とも 思わ 

れず、 此頃は 其 金に て トロ ー ンの 近辺へ 不評判なる 酒 

店 を 開業し 倉 子 は 日夜 酒に 沈溺 せる 有様 なれば 一 時 美 

しかりし 其 綺倆も 今 は 頹れて 見る 影な し、 太 郎も倉 子 

が 酔た る 時 は 折々 機嫌 を 取 損ね 打 擲 せらる、 事 も あ 

りと 云えば 二人 は そろ く 零落 の 谷底に 堕落し 行く 途 

中な りと ぞ。 

(以上、 後の 探偵 吏カシ ミル、 ゴヲ ドシル 記す) 
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